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シェールオイル生産増加が米国の産油量を押し上げ 

原油価格（WTI 期近物）は 9 月中旬以降、横這い圏内で推移してきたが、足元で下

げ足を速めている（第 1 図）。9 月 14 日には、米連邦準備制度理事会（FRB）の追加

金融緩和を受けて需要増加期待が高まったことから、原油価格は 99.00 ドルと 5 月以

来の高値をつけたが、その後、米国の戦略備蓄の放出観測やサウジアラビア増産の報

道等を受けて下落に転じた。10 月に入り、欧州や中国経済の先行き懸念、中東情勢緊

迫化による供給不安など強弱両方の材料が意識される中、原油価格は 92 ドル近辺で

推移してきた。しかし、欧州債務問題への懸念や米国の原油在庫増加を受けて原油価

格は下落し、足元では 85 ドル台～86 ドル台と 3 ヵ月半振りの安値となっている。 

10 月初め、日本で初めてシェールオイル（頁岩（＝けつがん）に含まれる原油）が

秋田県の鮎川油ガス田で採掘されたニュースは記憶に新しいが、既に米国ではシェー

ルオイルの生産増加が続いており、注目が集まっている。 
2008 年頃から、技術進歩に伴いシェールガスの生産が増加したが、同じ技術で採掘

でき、シェールガスより価格が高いシェールオイルの生産も増加するようになった。

米国の原油生産量は 80 年代半ば以降減少が続いてきたが、シェールオイルの生産増

加に伴い、2009 年から増加に転じている（第 2 図）。特に、大きい鉱区を抱えるノー

スダコタ州やテキサス州では、シェールオイルの増産により原油生産量が大幅に拡大

している。 
米エネルギー省によれば、シェールオイルの生産量は 2011 年の日量 55 万バレルか

ら 2035 年に同 123 万バレルとほぼ倍増し、これに伴い原油輸入量は減少する見通し

だ。採掘に伴う水質汚染等の環境問題が懸念されており、対策次第では今後の生産増

加ペースが変化するおそれもあるが、エネルギー資源の確保だけでなく、雇用創出や

石油輸入依存度の低下、米国の対外的地位の変化等、シェールオイル増産による影響

は各方面にわたるとみられ、今後も目が離せない。 
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第1図：原油価格（WTI期近物）の推移 第2図：米国の原油生産量の推移
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（資料）BP社資料より三菱東京UFJ銀行経済調査室作成  
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